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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 デュオ・パリサンドル 

フランスのギター・デュオ。インタビューアも、彼らを知らなかったようです。フランス人ペアらしく彼ら

も子供さんが二人いますが結婚はしていないとのこと。使用しているギターは、二人ともアイルランドの製

作家ジョージ・ローデンのギターだそうです。インタビューは、二人のなれそめ、レパートリーについての

記事が中心です。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 中林仲裁】  

中林淳真氏の息子さん。病気をして音楽への考え方が変わったそうです。 

◼ 以前は、自分が主でしたが、今は、音楽、楽器が主人公で、私はそれらに奉仕するものととらえてい

ます。できるだけ自分の個性を出さないように努めています。そのように努めたら、以前にもまして

個性的な演奏という評価をもらうようになりました。 

◼ そのため、以前は演奏の責任は自分にあると思っていましたが、今では、「このギターが悪い！」と思

うようになりました（笑）。 

◼ 7 歳のころに父からラミレスのギターを持たされました。父の全国ツアーにも連れていかれました。

父は「徹底して何も教えない」優秀な先生でした。しかし、父の周りにユパンキなど大芸術家が多か

ったので、子供心に大人をジーと観察していました。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：マリオ鈴木】 

今まで 500 曲以上の曲を作曲し、5,000 回以上のギターコンサートをこなし、11 枚の CD をリースている鈴

木氏。んんんん、勉強不足ですね、彼のことも全く知りませんでした・・・・・子供頃のつらい思い出や、

UFO 目撃談など、なかなかユニークな方です。 

◼ ギターは中林淳真氏に学びました。演奏会で自分の曲しか弾かないので、「なぜ、自分の曲ばかり弾くの

ですか？」と聞いたら、「私はギター弾きではない。私は自分で作った言葉を発信したいんだ」と。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「ミロシュ 来日インタビュー」：デビューアルバムに伴う来日ということで、CD 収録曲の話や修業時

代の話、日本公演に向けての話が掲載されています。 
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◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 20 回は、ジュリアーニのグラツィオーソ OP51.14 です。

グラツィオーソとは、発想記号で「美しい少女が花束を持ってこっちを見つめている」のだそうです。 

◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回は、ポジション移動、軸指の解説です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、ディズニー映画「白雪姫」から「いつか王子様が」

です。結構シンプルなアレンジで、自分の持ち曲にできそうです。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、リ・ハーモナイズということ

で、既存のコードを変更して新しいコードを付けることだそうです。サンプル曲として、スタンダード

ジャズの「煙りが目にしみる」が掲載されています。 

 

また、東京で開催された「第 2 回イーストエンド国際ギターフェスティバル」の報告記事も掲載されていま

す。ペロア、ブラーボなどの豪華ギタリストが参加しています。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 


